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齢
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二
六
五

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

稲
葉
陽
二
、
三
橋
博
巳
、
中
川
雅
之
、
矢
野　

聡
、
菅
野　

剛

一　

は
じ
め
に

地
方
都
市
の
周
辺
部
に
孤
立
し
て
居
住
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
社
会
的
費
用
を
含
め
れ
ば
費
用
が
効
用
を
上
回
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
中
心
市
街
地
へ
の
転
居
策
を
講
じ
る
こ
と
に
経
済
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
住
宅
の
過
半
、
と
く
に
地
方
都

市
の
周
辺
部
に
孤
立
し
て
居
住
し
て
い
る
高
齢
者
の
住
宅
の
多
く
が
更
新
時
期
に
き
て
い
る
が
、
資
金
難
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
建
替
え
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
方
に
お
い
て
高
齢
者
が
孤
立
し
て
居
住
し
続
け
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
も
物

理
的
に
も
困
難
な
状
況
に
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
中
心
市
街
地
へ
の
移
転
促
進
策

の
合
理
性
に
つ
い
て
、
経
済
合
理
性
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
社
会
関
係
資
本
の
も
つ
外
部
性
を
含
め
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
住
民
の
移

転
を
促
進
す
る
と
い
う
施
策
は
、
基
本
的
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
も
し
移
転
を
促
進
す
べ
き
な
ら
、
ど

　（
1
）
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う
す
れ
ば
地
域
社
会
の
実
態
に
即
し
た
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
で
き
る
か
を
、
社
会
関
係
資
本
調
査
の
結
果
の
紹
介
を
踏

ま
え
て
考
察
す
る
。

（
1
） 

稲
葉
陽
二　

法
学
部
教
授
、
三
橋
博
巳　

元
理
工
学
部
教
授
、
中
川
雅
之　

経
済
学
部
教
授
、
菅
野
剛　

文
理
学
部
教
授
。

二　

堅
牢
都
市
モ
デ
ル
か
ら
の
示
唆

堅
牢
都
市
モ
デ
ル
の
含
意

都
市
の
人
口
は
、
繁
栄
時
は
大
き
く
増
加
す
る
が
、
衰
退
時
は
さ
ほ
ど
変
化
し
な
い
。
す
で
に
住
居
を
保
有
し
て
い
る
住
民
は
、
そ
の

都
市
が
衰
退
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
は
転
居
で
き
な
い
。
住
宅
供
給
は
都
市
の
成
長
を
促
す
変
化
、
た
と
え
ば
新
た
な
企
業
が

立
地
す
る
と
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
、
な
ど
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
反
映
し
て
増
加
す
る

が
、
主
要
企
業
の
撤
退
な
ど
都
市
を
衰
退
さ
せ
る
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
反
応
し
な
い
。
つ
ま
り
、
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。

G
laser and G

youko

（2001

）
は
こ
れ
を
住
宅
の
耐
久
性
の
観
点
か
ら
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
（m

ortar and bricks m
odel

）
と
し
て
理
論

的
に
説
明
し
、
中
川
（
二
〇
〇
五
）
は
こ
れ
が
わ
が
国
に
も
該
当
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
ま
た
、
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
に
は
、
衰
退
都
市

の
人
的
資
本
の
質
が
低
下
す
る
と
い
う
含
意
も
あ
り
、
中
川
（
二
〇
〇
五
）
は
、
衰
退
都
市
で
は
大
卒
以
上
の
住
民
の
比
率
が
減
少
し
て

い
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
こ
れ
も
日
本
に
も
あ
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
的
含
意
は
わ
れ
わ
れ
の
常
識
と
は
多
少
異
な
っ
た
も
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の
に
な
る
。
地
震
対
策
も
あ
り
、
通
常
、
住
宅
を
堅
牢
化
し
て
耐
久
性
を
高
め
る
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
そ
う

し
た
住
宅
の
質
を
向
上
さ
せ
る
施
策
は
、
都
市
の
衰
退
時
に
は
人
口
減
少
を
短
期
的
に
緩
和
し
て
、
同
時
に
都
市
の
技
術
レ
ベ
ル
を
下
げ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

堅
牢
都
市
モ
デ
ル
の
地
方
都
市
に
お
け
る
妥
当
性
の
検
証

た
し
か
に
、
個
別
の
事
例
で
み
て
も
、
図
1
（
県
庁
所
在
地
で
あ
る
大
都
市
・
地
方
中
枢
都
市
と
そ
の
影
響
を
受
け
る
地
方
中
核
都
市
・
地
方
中

心
都
市
と
を
対
比
し
て
い
る
（
1
）

）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
多
く
の
都
市
で
は
工
業
製
品
出

荷
額
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、
小
売
業
の
商
業
販
売
額
も
落
ち
込
ん
で
い
た
が
、
人
口
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
長
野
県
須

坂
市
の
場
合
、
工
業
統
計
製
造
品
出
荷
額
総
額
は
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
三
六
％
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
大
幅
に
減
少

し
、
二
〇
〇
四
年
は
二
〇
〇
〇
年
の
半
分
以
下
、
九
一
年
と
比
較
し
て
も
約
四
割
減
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
人
口
は
一
貫
し
て
五

万
四
〇
〇
〇
人
前
後
で
安
定
し
て
い
る
。
同
様
の
状
態
は
、
隣
接
の
長
野
市
で
も
み
ら
れ
る
。
長
野
市
の
二
〇
〇
三
年
に
お
け
る
製
造
品

出
荷
額
総
額
は
、
一
九
九
一
年
比
四
五
％
減
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九
九
七
年
と
比
べ
る
と
ほ
ぼ
半
減
で
あ
る
が
、
人
口
は
九
一
年
か
ら

二
〇
〇
三
年
の
間
に
三
％
増
加
し
て
い
た
。
図
1
は
ほ
ん
の
一
例
だ
が
、
工
業
製
品
出
荷
額
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、
し
か
も
小
売
業
の
販

売
額
も
減
少
し
て
い
る
の
に
、
人
口
が
安
定
し
て
い
る
都
市
は
多
い
（
稲
葉
、
二
〇
〇
七
）。

し
か
し
、
稲
葉
（
二
〇
〇
七
）
は
、
一
九
七
七
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
二
八
年
間
に
わ
た
る
長
野
県
須
坂
市
の
中
心
市
街
地
の
土

地
利
用
形
態
の
変
化
を
、
須
坂
市
出
身
の
佐
藤
群
将
氏
の
協
力
を
得
て
詳
細
に
分
析
し
、
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
が
当
て
は
ま
る
ケ
ー
ス
で
も
、

中
心
市
街
地
の
土
地
利
用
形
態
は
長
期
的
に
は
経
済
合
理
性
が
貫
徹
し
て
い
る
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。
図
2
（
2
）

は
、
須
坂
市
の
中
心
市
街
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図 1

（出所）稲葉（2007）



高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
（
稲
葉
・
三
橋
・
中
川
・
矢
野
・
菅
野
）

二
六
九

地
の
変
化
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
図
2
は
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
ま
で
の
二
八
年
間
の
中
心

市
街
地
の
変
化
を
住
宅
地
図
の
比
較
に
基
づ
き
、
佐
藤
氏
が
現
地
の
実
査
を
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
赤
で
示
し
た
地
点
は
そ
の
期
間
中

に
新
た
に
空
き
地
に
な
っ
た
地
域
、
ピ
ン
ク
は
新
た
に
空
き
家
に
な
っ
た
地
点
、
黄
色
は
新
た
に
駐
車
場
に
な
っ
た
地
点
、
青
は
新
規
住

宅
、
緑
は
新
規
商
業
施
設
（
配
送
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
新
規
事
業
所
も
含
む
）、
紫
は
新
規
公
共
施
設
を
示
し
て
い
る
。

旧
来
の
中
心
市
街
地
は
、
図
の
右
上
か
ら
左
上
に
通
っ
て
い
る
通
り
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
の
左
下
に
は
線
路
が
描

か
れ
、
長
野
電
鉄
須
坂
駅
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
一
一
年
（
長
野
か
ら
の
開
通
は
大
正
一
五
年
）
に
開
通
し
た
も
の
で
、
中
心
市
街
地
か
ら

五
〇
〇
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る
。

図
2
の
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）

か
ら
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
ま

で
の
二
八
年
間
で
み
る
と
、
図
に
示
さ

れ
た
地
域
の
う
ち
面
積
で
約
一
割
強
の

利
用
形
態
が
変
化
し
た
。
道
路
や
病
院
、

学
校
、
刑
務
所
（
3
）

を
含
め
た
公
共
用
地
が

約
五
割
を
占
め
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、

公
共
用
地
を
除
い
た
面
積
で
考
え
れ
ば

約
二
割
の
土
地
の
利
用
形
態
が
変
化
し

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
住
宅
地
図

図 2

（出所）稲葉（2007）
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か
ら
確
認
で
き
た
変
化
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
規
模
で
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
細
か
い

分
析
に
な
る
が
、
図
2
を
作
成
し
た
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
以
降
の
変
化
で
は
医
療
関
係
施
設
の
新
設
が
目
立
つ
と
い
う
（
4
）

。
こ
れ

は
、
図
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
県
立
須
坂
病
院
の
存
在
も
影
響
し
て
い
る
も
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
市
の
事
業
所
統
計
で
み
て
も
福

祉
医
療
関
係
は
、
平
成
一
六
年
で
全
二
六
四
五
事
業
所
の
な
か
で
一
一
八
事
業
所
、
従
業
者
総
数
一
万
八
七
一
三
名
の
う
ち
一
二
七
四
名

を
占
め
て
、
高
齢
化
に
と
も
な
い
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

中
心
市
街
地
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
空
洞
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
↓
空
き
地
な
い
し
駐
車
場
↓
住
宅
と
い
う
仮
説
が
で

き
る
。
住
宅
化
は
最
後
の
段
階
と
い
う
こ
と
だ
が
、
須
坂
の
例
で
み
る
限
り
、
宅
地
化
は
す
で
に
八
〇
年
代
か
ら
生
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

空
き
家
↓
空
き
地
な
い
し
駐
車
場
↓
空
き
家
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
直
ち
に
空
き
家
か
ら
住
宅
と
い
う
例
も
み
ら
れ
る
。
中
心
市
街
地

の
宅
地
化
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
生
じ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
住
宅
の
役
割
を
も
っ
と
以
前
か
ら
再
評
価
す
る

べ
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
」
で
は
住
宅
の
整
備
は
都
市
の
淘
汰
を
遅
ら
せ
る
と
否
定
的
に
評
価
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
中
心
市
街
地
は
商
業

地
と
し
て
の
価
値
は
減
少
し
て
も
、
住
宅
地
と
し
て
の
価
値
は
あ
り
、
有
効
利
用
策
と
し
て
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

須
坂
市
の
場
合
は
、
中
心
市
街
地
の
中
核
で
あ
る
上
町
（
か
ん
ま
ち
）
地
区
と
穀
町
（
こ
く
ま
ち
）
地
区
で
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
市
営
住
宅
と
公
園
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
行
政
に
よ
る
住
宅
供
給
で
「
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
」
で
は
否
定
的
に
解
釈
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
も
と
も
と
須
坂
市
は
工
業
都
市
で
あ
り
、
製
糸
工
場
の
労
働
者
の
た
め
に
、
中
心
市
街
地
を
含
め
た
旧
須

坂
町
区
に
昭
和
三
四
年
時
点
で
長
屋
が
九
〇
三
戸
も
存
在
し
、
同
区
総
世
帯
の
五
割
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ
う
し
た
劣
悪
な

住
宅
を
更
新
す
る
の
は
、
都
市
防
災
と
住
民
の
居
住
環
境
改
善
の
観
点
か
ら
は
当
然
で
あ
ろ
う
（
5
）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
昭
和
五
二
年
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向
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稲
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菅
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二
七
一

（
一
九
七
七
年
）
か
ら
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
ま
で
の
間
、
市
街
地
の
二
割
以
上
で
利
用
形
態
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
長
期

的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
市
場
の
力
が
貫
徹
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
須
坂
市
の
場
合
か
ら
判
断
す
る
と
、「
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
」
は
長

期
的
に
は
、
妥
当
し
な
い
と
も
解
せ
よ
う
。

た
だ
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
富
士
通
（
6
）

撤
退
の
影
響
は
、
人
口
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
「
堅
牢
都
市

モ
デ
ル
」
が
依
拠
す
る
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
」
の
堅
牢
性
（
要
す
る
に
、
職
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
住
居
を
た
た
ん
で
、
職
の
あ
る

地
域
に
転
居
は
で
き
な
い
）
に
も
よ
る
が
、
富
士
通
が
飯
山
な
ど
の
通
勤
可
能
な
地
域
で
の
配
置
転
換
を
行
な
っ
た
こ
と
、
退
職
年
齢
間
近

な
従
業
員
や
兼
業
農
家
も
多
く
、
そ
の
ま
ま
農
業
や
退
職
生
活
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
人
々
も
多
い
、
等
の
「
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
」
の
想

定
外
の
高
齢
化
や
事
業
主
の
対
応
要
因
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

須
坂
市
の
事
例
か
ら
み
る
と
、
人
口
の
推
移
な
ど
の
デ
ー
タ
上
は
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
は
商
店
街
の
衰
退
と
い
う
事
実
か
ら
み
れ
ば
空
洞
化
だ
が
、
高
齢
者
向
け
の
福
祉
・
医
療
関
連
施
設
、
宅
地
、
駐
車
場
な
ど
へ
の
転
用

で
あ
り
、
長
期
的
に
は
経
済
性
に
則
っ
た
有
効
利
用
が
図
れ
て
い
る
。

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
か
ら
み
た
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
の
含
意

堅
牢
都
市
モ
デ
ル
は
、
住
居
の
平
均
寿
命
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
妥
当
す
る
。
木
造
を
主
体
と
す
る
日
本
の
住
居
の
平
均
寿
命
は
欧
米

に
比
し
て
短
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
三
橋
・
北
村
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
推
計
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
木
造
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
平

均
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
（
平
均
年
齢
）
は
四
三
年
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
表
1
に
示
す
よ
う
に
、
地
域
別
に
み
る
と
関
東
エ
リ
ア
は
三
七
年

と
平
均
よ
り
短
い
が
、
一
方
、
中
国
エ
リ
ア
と
四
国
エ
リ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
年
、
五
二
年
と
老
朽
化
し
て
い
る
。
関
東
エ
リ
ア
以
外
は
、
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す
べ
て
全
国
平
均
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
四
三
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
全
国
平
均
四
三
年
は
、
木
造
住
宅
の
法
定

耐
用
年
数
二
二
年
を
大
幅
に
超
え
、
し
か
も
物
理
的
な
平
均
寿
命
と
い
わ
れ
て
い
る
三
〇
年
〜
四
〇
年
程
度

も
超
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
首
都
圏
以
外
の
木
造
住
宅
は
過
半
が
物
理
的
な
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る
も
の

と
推
測
で
き
る
。

二
〇
〇
五
年
国
勢
調
査
メ
ッ
シ
ュ
統
計
（
7
）

に
よ
り
、
一
㎢
当
た
り
の
高
齢
者
比
率
を
比
較
し
た
図
3
に
よ
れ

ば
、
赤
で
表
示
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
比
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
メ
ッ
シ
ュ
は
、
三
大
都
市
圏
と
地
方
中
枢
都

市
（
札
幌
市
、
仙
台
市
、
広
島
市
、
福
岡
市
）
を
除
い
て
、
そ
の
他
の
県
庁
所
在
地
を
含
む
地
方
中
核
都
市
の

ほ
と
ん
ど
全
て
の
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
図
3
を
一
㎢
当
た
り
の
人
口
（
図

4
）
に
重
ね
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
一
㎢
あ
た
り
の
人
口
が
九
九
九
人
以
下
の
地
域
、
か
つ
大
部
分
は

二
九
九
人
以
下
の
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
地
方
中
核
都
市
や
地
方
都
市
の
周
辺
に
は
、
高

齢
者
の
居
住
者
が
若
年
層
・
壮
年
層
と
離
れ
て
、
い
わ
ば
孤
立
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
を
、
住
宅
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
と
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
が
わ
が
国
で
も
少
な
く
と
も
一
〇
年
程

度
の
タ
ー
ム
で
は
該
当
す
る
こ
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
日
本
の
住
宅
の
過
半
、
と
く
に
地
方
都
市

の
周
辺
部
に
孤
立
し
て
居
住
し
て
い
る
高
齢
者
の
住
宅
の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
資
金
難
な

ど
な
ん
ら
か
の
理
由
か
ら
建
替
え
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

つ
ま
り
、
地
方
に
お
い
て
高
齢
者
が
孤
立
し
て
居
住
し
続
け
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
も
物
理
的
に
も
困
難

だ
が
、
堅
牢
都
市
モ
デ
ル
の
実
証
結
果
は
こ
の
問
題
が
一
向
に
解
決
し
て
い
な
い
現
状
を
表
し
て
い
る
と
も

表 1　エリア別木造住宅の平均ヴィンテージ（単位：年）

地域 北海道・
東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州・

沖縄
全国
平均

平均ヴィン
テージ 約45 約37 約48 約44 約46 約56 約52 約45 約43

（出所）三橋博巳・北村敏彦（2004）
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菅
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解
釈
で
き
る
。三　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
論（
8
）
か
ら
の
検
討

加
盟
国
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
の
レ
ヴ
ュ
ー
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（2012

）
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
行
政
か
ら
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
が
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
四
〇
人
、
つ
ま
り
一
㎢
あ
た
り
四
〇
〇
〇
人
に
満
た
な
い
地
域
で
は
、
市
民
一
人
当

図 3

出所：総務省統計局平成17年国勢調査メッシュ統計

http://www.stat.go.jp/data/mesh/pdf/mesh17.pdf

図 4

出所：総務省統計局平成17年国勢調査メッシュ統計

http://www.stat.go.jp/data/mesh/pdf/17sousu.pdf
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た
り
の
平
均
コ
ス
ト
を
上
回
る
、
と
い
う
富
山
市
の
試
算
を
紹
介
し
て
い
る
（
9
）

。
つ
ま
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
コ
ス
ト
は
人
口
密
度
と

逆
相
関
し
、
人
口
密
度
が
低
い
ほ
ど
コ
ス
ト
が
高
い
。
一
㎢
あ
た
り
四
〇
〇
〇
人
と
い
う
水
準
は
東
京
都
千
代
田
区
の
四
一
七
〇
人

（
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
現
在
）
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
（
10
）

。
と
く
に
、
国
勢
調
査
メ
ッ
シ
ュ
統
計
の
デ
ー
タ
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
人
口
密
度
の

低
い
地
域
で
は
高
齢
者
比
率
が
高
い
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
の
地
方
中
核
都
市
以
下
の
都
市
問
題
は
、
む
し
ろ
、
中
心
市
街
地
で
は
な

く
地
方
都
市
の
周
辺
部
に
孤
立
し
て
い
る
高
齢
者
へ
の
対
応
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
中
川
（
中
川　

二
〇
一
二
、
中
川
・
豊
田　

二
〇
一
二
）
は
、
都
市
周
辺
部
の
孤
立
居
住
高
齢
者
は
、
社
会
的
費
用
を
含
め
れ
ば
、
費
用
が
効
用
を
上
回
る
可
能
性
が
高
く
、
高
齢
者

の
中
心
市
街
地
へ
の
転
居
策
に
経
済
合
理
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
事
実
、
現
在
の
地
方
自
治
体
の
財
政
難
と
、
高
齢
者
対
応
の
サ
ー
ビ

ス
が
医
療
・
介
護
な
ど
が
中
心
と
な
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
高
齢
者
が
中
心
市
街
地
に
集

ま
っ
て
居
住
す
る
ほ
う
が
よ
り
望
ま
し
い
と
い
え
よ
う
。

と
く
に
中
川
（
二
〇
一
二
）
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
と
も
な
う
今
後
の
都
市
圏
の
人
口
減
少
、
そ
れ
に
と
も
な
い
総
体
と
し
て
の

医
療
需
要
が
、
地
域
単
位
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
減
少
す
る
地
域
が
多
く
な
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、「
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
重

点
化
が
必
要
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
当
面
の
（
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
）
供
給
力
の
向
上
は
、
需
要
減
少
期
の
調
整
に
大
き
な
コ
ス
ト
を
生

じ
さ
せ
な
い
効
率
化
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
い
る
。

四　

孤
立
高
齢
者
移
転
策
の
検
討

中
川
（
二
〇
一
二
）
は
、
上
記
の
よ
う
な
都
市
周
辺
部
に
お
け
る
高
齢
者
の
孤
立
居
住
、
そ
れ
に
と
も
な
う
医
療
を
含
め
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
コ
ス
ト
増
に
対
応
す
る
た
め
に
、
都
市
構
造
の
変
革
策
と
、
高
齢
者
移
動
の
促
進
策
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
提
言
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し
て
い
る
。

ま
ず
、
都
市
構
造
の
変
革
策
と
し
て
考
え
る
べ
き
点
と
し
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
、
つ
ま
り
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
や
す
い
安
全
安
心
な
住
環
境
の
提
供
、
そ
の
た
め
に
医
療
・
福
祉
事
業
と
高
齢
者
住
宅
整
備
を
一
体
的
に
行
な
い
う
る
主
体
を
設
立

し
、
そ
の
主
体
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
都
市
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
境
界
を
縮
小
し
、
公
共
施
設
の
再
配
置
の
検
討
を
行
な
う
べ
き
だ

と
し
て
い
る
。
従
来
は
過
疎
法
な
ど
に
よ
り
、
人
口
密
度
が
低
い
地
域
に
か
か
る
補
助
率
嵩
上
げ
な
ど
の
優
遇
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
の
施
策
は
撤
廃
し
、
そ
の
か
わ
り
に
複
数
の
市
町
村
が
策
定
す
る
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
と
、
そ
の
実
施
に
対
す
る
嵩
上
げ
補
助

の
新
設
を
提
案
し
て
い
る
。
市
町
村
に
施
設
の
集
積
、
再
編
成
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
公
共
施
設
の
再
配
置
の
検
討
、
と
く
に
、
公
共
施
設
の
管
理
の
見
直
し
で
あ
る
Ｐ
Ｒ
Ｅ
（P

ublic R
eal E

state 

M
anagem

ent

）
作
業
を
各
イ
ン
フ
ラ
公
共
施
設
に
つ
い
て
行
な
い
、
そ
れ
を
都
市
計
画
に
組
み
込
み
、
か
つ
、
税
金
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し

た
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
合
理
性
が
あ
る
地
域
（
都
市
サ
ー
ビ
ス
境
界
）
だ
け
を
今
後
の
都
市
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
す
る
。

す
で
に
先
進
自
治
体
（
11
）

で
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
作
業
の
中
で
も
、
公
共
施
設
を
更
新
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
再
配
置
を
行
な
う
こ
と
が
「
再
配
置

計
画
」
な
ど
に
定
め
ら
れ
た
時
間
軸
の
中
で
コ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
様
の
措
置
を
他
の
自
治
体
で
も
採
用
す
る
。
具
体
的
に
は
、

一
定
の
年
限
の
な
か
で
そ
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
行
政
が
約
束
し
、
人
々
の
期
待

を
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
沿
わ
せ
、
移
転
な
ど
の
行
動
を
促
す
も
の
と
し
て
設
計
す
る
。
都
市
計
画
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
縮
小

を
前
提
と
し
た
都
市
計
画
は
、
一
定
の
時
間
軸
の
な
か
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
こ
の
対
象
に
は
医
療
、
介
護
・
福

祉
、
高
齢
者
居
住
機
能
の
配
置
も
含
ま
れ
る
。
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こ
の
ほ
か
、
都
市
構
造
変
革
の
た
め
の
広
域
的
視
点
を
提
供
す
る
た
め
に
、
都
市
雇
用
圏
ご
と
に
、
各
種
機
能
の
配
置
や
そ
れ
を
支
え

る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
方
針
、
つ
ま
り
、
今
後
の
都
市
計
画
は
広
域
的
な
視
点
で
、
医
療
、
介
護
・
福
祉
、
高
齢
者
居
住
に
関
す
る
機
能
集

積
を
ど
こ
で
行
な
う
の
か
、
そ
れ
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
る
の
か
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

都
市
計
画
の
決
定
に
、
複
数
市
町
村
の
都
市
計
画
担
当
部
局
の
み
な
ら
ず
、
医
療
・
福
祉
関
係
者
が
参
加
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

現
状
は
、
詳
細
都
市
計
画
で
あ
る
地
区
計
画
制
度
は
、
基
本
的
に
は
高
さ
、
空
地
の
確
保
、
色
、
形
態
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
物
理
的
属

性
に
関
す
る
詳
細
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
医
療
、
介
護
・
福
祉
、
高
齢
者
居
住
機
能
の
集
積
を
効
率
的
に

実
現
す
る
た
め
に
は
、
各
種
機
能
の
配
置
と
そ
れ
を
支
援
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
形
態
を
詳
細
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
別
の
し
く
み
と
そ
の

実
践
組
織
と
し
て
の
高
齢
者
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
12
）

を
新
た
に
創
出
す
る
。

ま
た
高
齢
者
の
移
動
の
促
進
策
と
し
て
、
中
川
（
二
〇
一
二
）
は
、
高
齢
者
の
集
積
を
促
す
た
め
の
高
齢
者
比
率
の
高
い
地
域
に
移
転

す
る
場
合
に
支
払
わ
れ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
を
提
案
し
て
い
る
。
米
国
で
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
でM

oving to O
pportunity

と
い
う

名
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
実
験
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
低
所
得
者
の
近
隣
効
果
を
回
避
す
る
た
め
に
、
低
所
得
者
比
率
の
低
い
地
域
に
移
転
し
た

場
合
に
の
み
支
払
わ
れ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
で
、
集
積
に
と
も
な
う
負
の
外
部
効
果
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
住
民
の
移
動
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
逆
に
集
積
の
外
部
経
済
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
利
用
す
る
。
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五　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
視
点

社
会
関
係
資
本
の
地
域
比
較

本
稿
で
は
、
基
本
的
に
地
方
都
市
の
周
辺
地
域
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
都
心
部
へ
の
移
住
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
移
転
の
経
済
合
理

性
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
費
用
・
便
益
分
析
が
求
め
ら
れ
る
が
、
都
市
周
辺
部
の
高
齢
者
孤
立
居
住
は
、
富
山
市
の
試
算
か
ら
み
て

も
、
費
用
が
便
益
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
個
人
の
効
用
関
数
は
、
資
産
・
所
得
な
ど
の
経
済

力
だ
け
に
規
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。S

tiglitz et al.

（2009

）
は
、
従
来
経
済
学
で
重
視
し
て
き
た
物
質
的
な
生
活
水
準
（
所
得
、
消

費
お
よ
び
財
産
）
に
加
え
て
、
客
観
的
幸
福
度
を
測
る
対
象
と
し
て
健
康
、
教
育
、
仕
事
を
含
む
個
人
的
諸
活
動
、
政
治
へ
の
発
言
と
ガ

バ
ナ
ン
ス
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
、
環
境
の
状
態
、
経
済
的
お
よ
び
物
理
的
な
安
全
度
の
七
項
目
を
挙
げ
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
「
公
平
な

割
り
当
て
」、
つ
ま
り
平
等
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
移
転
に
と
も
な
う
物
質
的
な
生
活
水
準
の
維
持
の
た
め
の
施
策
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
前
節
で
紹
介
し
た
中
川
の
住
民
移
転
促
進
策
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
人
口
一
〇
万
人
未
満
の
地
域
で
移
転
策
を

実
行
す
る
際
は
、
住
民
同
士
の
信
頼
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
社
会
関
係
資
本
を
毀
損
し
な
い
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

稲
葉
（
二
〇
一
一
）
は
、
二
〇
一
〇
年
社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査

で
は
居
住
形
態
も
尋
ね
て
い
る
の
で
、
一
人
住
ま
い
と
そ
れ
以
外
の
回
答
者
に
わ
け
て
デ
ー
タ
を
集
計
で
き
る
（
13
）

。
大
都
市
、
人
口
一
〇
万

人
以
上
の
市
、
人
口
一
〇
万
人
未
満
の
市
・
郡
部
の
三
分
類
に
層
化
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
分
析
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査
の
設
問
は
、
稲
葉
が
二
〇
〇
八
年
に
長
野
県
須
坂
市
で
、
二
〇
〇
九
年
徳
島
県
上
勝
町
で

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
郵
送
法
調
査
と
同
一
で
あ
る
の
で
、
人
口
五
万
人
程
度
の
地
方
都
市
（
須
坂
市
）
と
人
口
二
〇
〇
〇
人
程
度
の
小
規
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模
な
自
治
体
（
上
勝
町
）
と
全
国
平
均
と
の
比
較
が
、
健
康
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
二
項
目
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全

国
調
査
と
須
坂
市
調
査
は
、
同
居
人
の
数
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
孤
立
居
住
の
高
齢
者
に
つ
い
て
も
、
全
国
平
均
と
人
口
五
万
人
程
度
の

地
方
都
市
（
須
坂
市
）
間
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。

表
2
は
、
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査
結
果
を
対
象
地
域
の
人
口
別
に
大
都
市
、
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
市
、
人
口
一
〇
万
人
未
満
の
市
・

郡
部
に
三
分
類
し
た
結
果
と
人
口
五
万
人
強
の
地
方
都
市
で
あ
る
須
坂
市
、
人
口
二
〇
〇
〇
人
弱
の
上
勝
町
で
の
調
査
結
果
と
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。

全
国
調
査
の
都
市
規
模
別
三
グ
ル
ー
プ
、
特
に
大
都
市
と
一
〇
万
人
未
満
と
の
間
の
比
較
で
み
る
と
、
一
般
的
信
頼
は
ほ
ぼ
同
水
準
で

あ
る
が
、
一
〇
万
人
未
満
の
ほ
う
が
、
近
所
の
人
々
へ
の
信
頼
で
あ
る
特
定
化
信
頼
が
圧
倒
的
に
高
い
。
ま
た
、
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度

と
人
数
も
、
大
都
市
住
民
の
平
均
よ
り
も
一
〇
万
人
未
満
の
地
域
の
住
民
の
平
均
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
高
い
。
そ
の
ほ
か
、
地
縁
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
参
加
率
は
、
一
〇
万
人
未
満
の
地
域
の
ほ
う
が
大
都
市
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
大
都
市
と
人
口
一
〇

万
未
満
の
地
域
と
の
比
較
で
は
、
人
口
一
〇
万
人
未
満
の
地
域
の
ほ
う
が
、
住
民
同
士
の
信
頼
で
あ
る
特
定
化
信
頼
が
高
く
、
住
民
同
士

の
交
流
や
団
体
参
加
も
参
加
率
や
頻
度
が
高
い
。
こ
の
傾
向
は
、
人
口
五
万
人
の
須
坂
市
、
さ
ら
に
人
口
二
〇
〇
〇
人
の
上
勝
町
を
含
め

て
も
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
人
口
が
少
な
い
ほ
ど
、
住
民
同
士
の
交
流
は
頻
繁
で
あ
り
、
住
民
同
士
の
信
頼
は
厚
い
（
14
）

。
こ
れ
ら
の
調
査

デ
ー
タ
で
み
る
限
り
、
特
定
化
信
頼
や
団
体
参
加
は
自
治
体
の
規
模
と
逆
相
関
し
て
い
る
。

前
節
ま
で
は
都
市
周
辺
部
に
孤
立
居
住
す
る
高
齢
者
を
移
転
対
象
と
考
え
て
き
た
が
、
一
人
暮
ら
し
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
全
国
調
査
で
は
、
居
住
形
態
に
つ
い
て
回
答
の
あ
っ
た
一
五
六
九
票
の
な
か
で
、
一
人
暮
ら
し
は
一
三
七
票
、
回
答
者
全
体

の
八
・
七
％
、
つ
ま
り
一
一
人
に
一
人
は
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
。
一
人
暮
ら
し
は
、
大
都
市
や
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
で
、
全
体
の
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表
2
　
調
査
結
果
の
概
要

類
型

一
般
的
信
頼

相
互
信
頼
・
相
互
扶
助

つ
き
あ
い

社
会
参
加
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
問

一
般
的

信
頼

旅
先
で

の
信
頼

近
所

家
族

親
戚

友
人
・

知
人

職
場
の

同
僚

近
所
づ
き

あ
い
の

人
数

近
所
づ
き

あ
い
の

程
度

友
人
・

知
人
と
の

つ
き
あ
い

親
戚
づ
き

あ
い

同
僚
と
の

つ
き
あ
い
地
縁
活
動
ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・
娯
楽

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・

NPO

サ
ン
プ

ル
数

ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る

頼
り
に
な
る

か
な
り
多

く
と
面
識

日
常
的
・
頻
繁

参
加
し
て
い
る

全
　
国

（
2010）

1,599
27.9

21.3
40.5

89.1
66.7

69.7
36.5

59.5
60.4

49.2
38.0

22.1
46.1

46.7
25.3

全
　
国

（
2003）

1,878
24.8

18.9
36.8

90.1
55.5

63.6
31.0

70.1
67.7

57.7
37.1

25.4
35.5

30.9
16.8

大
都
市

402
26.8

19.4
36.2

87.4
61.8

68.5
35.0

53.7
55.2

45.8
31.3

21.9
37.4

45.8
17.5

10万
以
上

の
都
市

682
29.7

23.2
38.0

90.5
67.6

71.0
38.0

56.0
57.5

49.3
36.2

21.4
46.8

47.8
24.6

10万
未
満

の
都
市

511
26.0

20.4
47.4

88.6
69.3

69.1
35.8

68.7
68.3

51.9
45.8

23.1
52.1

46.0
32.3

須
坂
市

601
33.8

22.0
48.4

88.7
71.9

68.7
31.9

72.7
72.7

54.1
39.6

20.5
53.2

46.9
27.3

上
勝
町

632
25.2

13.3
74.2

93.4
83.0

72.8
46.7

81.6
81.6

59.5
41.3

28.2
51.6

30.9
36.0

（
出
所
）
内
閣
府
国
民
生
活
局
調
査
（
全
国
2003）、

稲
葉
調
査
（
全
国
2010・

須
坂
市
・
上
勝
町
）
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四
分
の
三
を
占
め
、
人
口
一
〇
万
人
以
下
の
都
市
の
居
住
者
が

四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
と
そ
う
で
な
い
人
々

の
属
性
を
比
較
す
る
と
、
一
人
暮
ら
し
は
大
都
市
の
居
住
者
が

多
く
、
一
〇
万
人
未
満
の
地
域
の
居
住
者
が
少
な
い
。
ま
た
、

教
育
程
度
が
高
い
が
、
無
職
が
四
分
の
一
を
占
め
る
。
ま
た
、

同
居
人
が
い
る
回
答
者
は
八
四
％
が
持
ち
家
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
人
暮
ら
し
は
六
割
以
上
が
借
家
住
ま
い
で
、
現
住
所
へ
の
居

住
年
数
も
短
い
。

次
に
、
全
国
調
査
で
一
人
暮
ら
し
の
社
会
関
係
資
本
を
同
居

人
の
あ
る
者
と
の
比
較
で
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
（
表
4
）。
一
人
暮
ら
し
は
、
基
本
的
に
身
近
な
者
へ
の
信

頼
で
あ
る
特
定
化
信
頼
が
薄
く
、
近
所
づ
き
あ
い
も
疎
遠
で
あ

る
。
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
も
低
く
、
人
数
も
少
な
い
。
ま
た
、

団
体
参
加
は
地
縁
団
体
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
も
、
一
人
暮
ら
し

の
ほ
う
が
低
い
。

一
人
暮
ら
し
の
回
答
者
の
社
会
関
係
資
本
を
み
る
限
り
、
近

隣
地
区
に
お
け
る
社
会
関
係
資
本
は
薄
い
。
換
言
す
れ
ば
、
本

表 3　一人暮らしの属性

一人暮らし 同居人あり

性別 男性比率（％） 46.0 45.0

年齢 中位数（歳） 49.0 53.0

職業 無職の比率（％） 24.4 12.6

学歴 大卒以上（％） 36.0 25.7

居住形態 持ち家比率（％） 37.2 84.2

居住年数 中位数（年） 10.0 23.0

所得 中位階層（万円） 200－400万円未満 400－600万円未満

都市規模

居住者の分布比率（％） － －

大都市 34.3 24.6

10万人以上 42.3 42.6

10万人未満 23.3 31.9

所得格差 居住地のジニ係数（中位値） 0.3733 0.3691

（出所）表 2に同じ
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稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
高
齢
者
の
移
転
の
対
象
と
し
て
、
少
な
く
と
も
社
会
関
係
資
本
か
ら
み
る
限
り
、
単
身
世
帯
は
適
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
高
齢
者
の
移
転
は
一
人
暮
ら
し
の
単
身
者
の
社
会
関
係
資
本
を
改
善
さ
せ
る
契
機
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
本
稿
が
想
定
し
て
い
る
地
方
都
市
周
辺
に
孤
立
居
住
し
て
い
る
高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
詳
細
な
検
討
を

必
要
と
し
よ
う
。
表
2
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
口
五
万
人
の
須
坂
市
や
人
口
二
〇
〇
〇
人
の
上
勝
町
で
は
、
大
変
厚
い
社
会
関
係

資
本
が
近
所
づ
き
あ
い
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

表
4
　
居
住
形
態
別
社
会
関
係
資
本

類
型

一
般
的
信
頼

特
定
化
信
頼

つ
き
あ
い

社
会
参
加
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
問

一
般
的

信
頼

旅
先
で

の
信
頼

近
所

家
族

親
戚

友
人
・

知
人

職
場
の

同
僚

近
所
づ
き

あ
い
の

人
数

近
所
づ
き

あ
い
の

程
度

友
人
・

知
人
と
の

つ
き
あ
い

親
戚
づ
き

あ
い

同
僚
と
の

つ
き
あ
い
地
縁
活
動
ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・
娯
楽

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・

NPO

サ
ン
プ

ル
数

ほ
と
ん
ど

信
頼
で
き
る

頼
り
に
な
る

か
な
り
多

く
と
面
識

日
常
的
・
頻
繁

参
加
し
て
い
る

全
　
国

1,599
27.9

21.3
40.5

89.1
66.7

69.7
36.5

59.5
60.4

49.2
38.0

22.1
46.1

46.7
25.3

一
人

暮
ら
し

137
26.5

23.5
25.4

78.6
54.5

65.2
42.9

34.3
38.0

53.8
33.6

25.6
23.3

44.2
16.7

同
居
人

あ
り

1,432
29.4

22.1
43.2

92.7
69.7

71.9
41.6

62.9
63.4

49.2
38.9

23.3
47.5

51.6
29.4

（
出
所
）『
く
ら
し
の
安
心
・
信
頼
・
社
会
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
2010年

社
会
関
係
資
本
全
国
調
査
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ま
た
、
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査
を
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
実
施
し
た
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
と
の
比
較
で
分
析
す
る
と
、
二
〇
〇
三
年

調
査
か
ら
二
〇
一
〇
年
調
査
の
変
化
を
み
る
と
、
表
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
信
頼
や
近
所
の
人
々
、
親
戚
、
友
人
・
知
人
、
職

場
の
同
僚
な
ど
へ
の
相
互
信
頼
（
特
定
化
信
頼
）
は
向
上
し
て
お
り
、
か
つ
地
縁
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
活
動

な
ど
へ
の
参
加
率
も
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
つ
き
あ
い
の
程
度
は
、
近
所
、
職
場
、
親
戚
、
友
人
・
知
人
な
ど

全
て
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
一
〇
年
両
調
査
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値
を
比
較
し
た
ｔ
検
定
で
は
、

一
般
的
信
頼
と
親
戚
づ
き
あ
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
有
意
な
差
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
近
所
の
人
々
、
親
戚
、
友

人
・
知
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
へ
の
相
互
信
頼
（
特
定
化
信
頼
）、
地
縁
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
活
動
な
ど
へ
の

参
加
率
、
近
所
、
職
場
、
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
の
程
度
は
い
ず
れ
も
統
計
的
に
有
意
な
差
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
職
場
の
同
僚

と
の
つ
き
あ
い
（
両
側
五
％
水
準
で
有
意
）
以
外
は
、
全
て
一
％
水
準
（
両
側
）
で
有
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
七
年
間
で
特
定
化
信
頼
は
向
上

し
、
地
縁
活
動
な
ど
の
参
加
率
も
上
昇
し
た
が
、
人
々
の
日
常
の
つ
き
あ
い
自
体
は
減
っ
た
。

構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
に
よ
る
分
析

ま
た
、
稲
葉
・
菅
野
（
二
〇
一
一
）
は
二
〇
〇
三
年
調
査
と
二
〇
一
〇
年
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
認
知
的
社
会
関
係
資
本
の
一
般

的
な
信
頼
、
構
造
的
社
会
関
係
資
本
の
つ
き
あ
い
・
社
会
参
加
の
三
つ
の
潜
在
変
数
を
構
築
す
る
検
証
的
因
子
分
析
を
行
な
い
、
経
時
変

化
を
表
す
調
査
年
と
、
基
礎
的
変
数
の
性
別
と
年
齢
を
モ
デ
ル
に
含
め
、
適
合
度
は C

hisq

＝405.332

、df

＝42

、G
F
I

＝.975

、

A
G
F
I

＝.953

、C
F
I

＝.927

、R
M
S
E
A

＝.057

、R
M
R

＝.041

で
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
数
（n

＝2,693

）
を
考
慮
す
る
と
良
好
で
あ
る
。
図

5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
つ
の
社
会
関
係
資
本
の
間
に
正
の
相
関
が
あ
り
構
造
的
社
会
関
係
資
本
の
つ
き
あ
い
と
社
会
参
加
の
相
関
は



高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
（
稲
葉
・
三
橋
・
中
川
・
矢
野
・
菅
野
）

二
八
三

0.68
と
大
き
い
（
調
査
年
、
年
齢
、
性
別

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）。
信
頼
と
つ
き
あ
い

の
相
関
は0.21
、
信
頼
と
社
会
参
加
の

相
関
は0.15
で
あ
る
。
調
査
年
と
年
齢

に
関
連
が
み
ら
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
お

い
て
平
均
年
齢
が
わ
ず
か
に
高
く
な
っ

て
い
る
（0.06

）。
男
性
に
お
い
て
信
頼

が
高
く
（－

0.15

）、
つ
き
あ
い
は
女
性

の
方
が
多
い
（0.15

）。
年
齢
が
高
い
ほ

ど
信
頼
が
高
く
（0.09

）、
つ
き
あ
い
が

多
く
（0.41

）、
社
会
参
加
も
多
い

（0.34

）。
性
別
と
年
齢
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
状
況
で
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
も

二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
信
頼
が
増
加
し

（0.27

）、
社
会
参
加
も
増
加
し
て
い
る

（0.16

）
が
、
つ
き
あ
い
は
減
少
し
て
い

る
（－

0.15

）。

図 5

（出所）稲葉・菅野（2011）



二
八
四

つ
ま
り
、
こ
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
理
解
す
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
に
、
地
域
の
隣
近
所
を
中
心
と
す
る
つ
き
あ
い

は
全
般
的
に
低
下
し
て
い
る
の
で
、
移
転
策
を
講
じ
て
も
社
会
関
係
資
本
の
毀
損
は
少
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
団
体
参
加
率

は
向
上
し
て
い
る
の
で
、
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
か
か
わ
り
を
維
持
し
つ
つ
、
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査
を
主
に
、
社
会
関
係
資
本
の
状
況
を
都
市
の
規
模
別
、
居
住
形
態
別
に
見
て
き
た
。
個
人
の
効
用
関
数

に
社
会
関
係
資
本
な
ど
の
外
部
性
を
反
映
さ
せ
た
場
合
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
合
理
的
な
結
論
で
も
、
必
ず
し
も
個
人
レ
ベ
ル
で
は
そ
う
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
多
国
間
比
較
で
は
所
得
が
増
え
て
も
満
足
度
が
向
上
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
イ
ー
ス
タ
リ
ン
・
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
は
、
国
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
間
（
都
市
対
地
方
）
で
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
は
、
所
得
が
低
下
し

て
も
、
効
用
は
低
下
し
な
い
と
い
う
逆
イ
ー
ス
タ
リ
ン
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
所
得
や
資
本
な
ど
の
経
済
力
の
低
下
を
、

社
会
関
係
資
本
の
外
部
性
が
補
完
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
外
部
性
は
市
場
に
内
部
化
で
き
る
は
ず
だ
が
、
地
域
に
お
け
る
絆
な
ど

の
社
会
関
係
資
本
の
外
部
性
は
内
部
化
し
よ
う
と
す
る
（
経
済
価
値
に
換
算
し
て
支
払
を
行
う
）
と
社
会
関
係
資
本
そ
の
も
の
を
毀
損
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
、
た
と
え
個
人
レ
ベ
ル
で
み
て
経
済
合
理
性
が
あ
っ
て
も
、
個
人
が
合
理
的
に
行
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

前
節
で
み
た
中
川
の
提
案
で
あ
る
高
齢
者
の
中
心
市
街
地
移
転
の
施
策
は
、
マ
ク
ロ
か
ら
の
都
市
経
済
学
の
分
析
で
は
正
当
な
も
の
で

あ
っ
て
も
、
個
別
の
地
域
ベ
ー
ス
に
落
と
し
た
場
合
、
実
施
に
困
難
を
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
地
方
都
市
の
周
辺
部
に
み
ら
れ

る
高
齢
者
孤
立
居
住
は
完
全
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
隔
絶
し
て
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
集
落
単
位
で
生
じ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
つ
ま
り
、
個
人
単
位
で
は
な
く
集
落
単
位
の
対
策
が
求
め
ら
れ
、
高
齢
者
の
居
住
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
社
会
関
係
資

本
の
内
容
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
節
で
は
上
記
の
都
市
経
済
学
の
欠
点
を
補
完
す
る
た
め
に
、
社
会
関
係
資
本
か
ら
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
全
国
調
査
に
お
け
る
一
人



高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
（
稲
葉
・
三
橋
・
中
川
・
矢
野
・
菅
野
）

二
八
五

暮
ら
し
の
単
身
世
帯
を
み
る
限
り
、
現
住
所
の
居
住
年
数
も
短
く
、
隣
近
所
の
接
触
は
も
と
も
と
希
薄
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
移
転

も
十
分
可
能
な
よ
う
に
も
み
え
る
。
む
し
ろ
、
移
転
が
単
身
者
の
社
会
関
係
資
本
回
復
の
契
機
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
移
転
を
講
じ

る
な
ら
そ
う
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
須
坂
市
や
上
勝
町
の
社
会
関
係
資
本
を
み
る
と
、
全
国
調
査
の
結
果
を
凌

駕
す
る
、
篤
い
近
所
づ
き
あ
い
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
の
中
・
小
都
市
に
居
住
し
て
い
る
独
居
高
齢
者
の
場
合
は
、
人
口
一
〇
万

人
を
超
え
る
都
市
に
居
住
し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
は
異
な
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

六　

結
語

二
〇
三
〇
年
に
は
老
年
人
口
比
率
が
三
一
・
六
％
（
中
位
推
計
）、
世
帯
主
が
六
五
歳
以
上
の
単
身
お
よ
び
夫
婦
だ
け
の
世
帯
が

一
二
八
六
万
世
帯
に
上
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
（
15
）

日
本
に
と
っ
て
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
都
市
周
辺
部
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

中
心
市
街
地
へ
の
移
転
促
進
は
、
持
続
可
能
な
超
高
齢
化
社
会
の
実
現
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇
一
〇
年
全
国
調
査
に

依
拠
し
て
き
た
が
、
多
く
の
今
後
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。

第
一
に
、
高
齢
者
そ
の
も
の
の
分
析
は
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
も
用
い
た
全
国
調
査
で
は
、
一
人
暮
ら
し
者
は
、
同
居
人
の
い
る
者
よ

り
も
年
齢
が
低
か
っ
た
。
本
来
な
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
単
身
者
の
な
か
で
さ
ら
に
高
齢
者
を
抽
出
し
て
、
そ
の
特
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、
全
国
調
査
で
は
十
分
な
サ
ン
プ
ル
数
を
確
保
で
き
な
い
の
で
本
稿
で
は
分
析
し
て
い
な
い
。

第
二
に
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
際
に
、
社
会
関
係
資
本
の
観
点
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
は
論
じ
て

い
な
い
。

第
三
に
、
高
齢
者
の
中
心
市
街
地
移
転
策
を
実
行
す
る
に
は
、
関
係
自
治
体
内
の
諸
部
門
、
自
治
体
間
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
間
、



二
八
六

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
関
連
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
重
要
に
な
る
（
16
）

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

第
四
に
、
な
に
よ
り
も
、
本
来
高
齢
者
の
移
転
は
、
単
な
る
経
済
合
理
性
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
保
障
・
福
祉
政
策
の
観
点
か
ら
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。「
立
法
者
及
び
政
策
担
当
者
の
良
心
か
ら
み
て
、
現
実
に
窮
迫
し
、
ニ
ー
ド
を
欲
し
て
い
る
人
々
の
ほ
か
に
、
陰

に
隠
れ
て
み
え
な
い
が
、
懸
命
な
生
活
を
し
て
い
る
圧
倒
的
多
数
の
人
々
の
日
常
生
活
の
不
安
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
常
に
そ
の
人
の
身

に
な
っ
て
考
え
抜
く
配
慮
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。」（
矢
野
聡
、
二
〇
一
二
）
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
本
稿
は
そ
の
域
に
達
し
て
い
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
本
稿
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
残
し
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
過
程
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
謝
辞
）

本
稿
は
平
成
二
二
年
度
日
本
大
学
学
術
研
究
助
成
金
（
総
合
研
究
）
を
受
け
て
実
施
し
た
研
究
の
総
括
報
告
で
す
。
本
研
究
を
基
礎
に

し
た
研
究
申
請
が
、
平
成
二
四
年
度
文
部
科
学
省
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
課
題
番
号
二
四
二
四
三
〇
四
〇
研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
二
）
と
し

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
助
成
を
賜
り
ま
し
た
日
本
大
学
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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。

中
川
雅
之
（
二
〇
一
二
）「
少
子
高
齢
化
時
代
の
都
市
の
あ
り
方
」
二
〇
一
二
年
七
月
二
四
日
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
経
済
研
究
会
資
料
。

三
橋
博
巳
・
北
村
敏
彦
（
二
〇
〇
四
）「
環
境
共
生
住
宅
市
街
地
モ
デ
ル
事
業
の
利
用
状
況
に
関
す
る
研
究
」
平
成
一
六
年
度
日
本
大
学
理
工
学
部
学

術
講
演
会
講
演
録
。

三
橋
博
巳
（
二
〇
一
〇
）「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
│
理
念
と
ケ
ー
ス
│
」
丸
尾
直
美
、
三
橋
博
巳
、
廣
野
桂
子
、
矢
口
和
宏
（
編
著
）『
Ｅ
Ｃ
Ｏ
シ
テ
ィ

環
境
シ
テ
ィ
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
福
祉
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
』
中
央
経
済
社
、
一
〇
九
│
一
三
〇
頁
。

矢
野
聡
（
二
〇
一
二
）「
誰
の
た
め
の
社
会
保
障
か
」『
週
刊
社
会
保
障
』
二
〇
一
二
年
四
月
九
日
、
五
〇
│
五
五
頁
。

（
1
） 

本
稿
で
は
酒
田
（
一
九
九
一
）
に
し
た
が
い
、
都
市
を
①
大
都
市
（
東
京
二
三
区
、
大
阪
市
、
名
古
屋
市
）、
②
大
都
市
周
辺
都
市
、
③
地
方

中
枢
都
市
（
札
幌
市
、
仙
台
市
、
広
島
市
、
福
岡
市
）、
④
地
方
中
核
都
市
（
人
口
二
〇
万
人
の
都
市
と
県
庁
所
在
地
）、
⑤
地
方
中
心
都
市
（
地
方



二
八
八

生
活
圏
に
お
け
る
中
心
都
市
）、
⑥
地
方
中
・
小
都
市
、
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

（
2
） 

図
2
は
、
日
興
出
版
『
日
興
の
住
宅
地
図
‘
七
七 

須
坂
市
』
第
一
出
版
『
平
成
五
年
版
住
宅
地
図
須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村
・
若
穂
地

区
』『
一
七
年
版
メ
ー
サ
イ
ズ
須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村
・
長
野
市
若
穂
地
区
』
に
基
づ
き
、
須
坂
市
出
身
の
佐
藤
群
将
氏
が
筆
者
の
監
修
の

も
と
に
作
成
し
た
。
ま
た
、
同
氏
か
ら
は
須
坂
市
の
現
況
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

（
3
） 

長
野
刑
務
所
（
敷
地
面
積
九
万
八
六
四
六
平
方
ｍ
）
が
須
坂
駅
徒
歩
五
分
の
地
点
に
あ
る
。

（
4
） 

本
稿
で
は
示
し
て
い
な
い
が
、
稲
葉
（
二
〇
〇
七
）
で
は
、
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
の
変
化
と
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま

で
の
変
化
も
分
析
し
て
い
る
。

（
5
） 

須
坂
製
糸
研
究
委
員
会
（
二
〇
〇
一
）
一
七
一
頁
。

（
6
） 

富
士
通
は
一
九
四
二
年
に
須
坂
工
場
を
操
業
し
、
そ
の
後
、
関
連
企
業
六
〇
社
が
須
坂
に
立
地
し
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
雇
用
を
創
出
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
生
産
規
模
を
大
幅
に
削
減
し
た
。

（
7
） 

平
成
一
七
年
国
勢
調
査
メ
ッ
シ
ュ
統
計
。
人
口
はhttp://w

w
w
.stat.go.jp/data/m

esh/pdf/17sousu.pdf

、
高
齢
者
人
口
比
率
はhttp://

w
w
w
.stat.go.jp/data/m

esh/pdf/m
esh17.pdf

に
よ
る
。
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五
日
。

（
8
） 

本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
促
進
論
者
の
論
拠
に
は
効
率
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
促
し
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
と

い
う
点
を
挙
げ
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
観
点
か
ら
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
論
と
し
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（2012

）
の
ほ
か
三
橋
（
二
〇
一
〇
）、
三
橋
・

北
村
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
） 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（2012

）
一
四
二
頁
。

（
10
） 

千
代
田
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。http://w

w
w
.city.chiyoda.tokyo.jp/service/pdf/d0014635_2.pdf

ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五
日
。

（
11
） 

神
奈
川
県
秦
野
市
で
は
既
存
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
Ｐ
Ｒ
Ｅ
を
実
施
し
て
い
る
。

（
12
） 

中
川
（
二
〇
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
高
齢
者
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
以
下
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
。
①
高
齢
者
向
け
医
療
、
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

高
齢
者
住
宅
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
提
供
。
②
地
域
開
発
の
機
能
。
具
体
的
に
は
、
急
性
期
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
医
療
、
介
護
・
福
祉
、

高
齢
者
居
住
機
能
の
機
能
配
置
を
定
め
う
る
機
能
再
配
置
型
地
区
計
画
の
提
案
権
能
。
高
齢
者
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
機
能
す
れ
ば
、
高
齢
者
居
住
の



高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
（
稲
葉
・
三
橋
・
中
川
・
矢
野
・
菅
野
）

二
八
九

集
積
の
利
益
、
イ
ン
フ
ラ
が
も
た
ら
す
効
果
は
全
て
、
地
代
あ
る
い
は
地
価
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
医
療
福
祉
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
収
益
最
大
化
行

動
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
実
現
で
き
る
「
次
世
代
型
の
ま
ち
」
を
自
然
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

（
13
） 
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稲
葉
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
） 
た
だ
し
、
社
会
関
係
資
本
、
と
く
に
地
域
内
の
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
い
つ
も
プ
ラ
ス
の
外
部
性
を
持
つ
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
し

が
ら
み
と
な
り
、
負
の
外
部
性
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
。

（
15
） 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
人
口
推
計
（
平
成
二
四
年
一
月
推
計
）http://w

w
w
.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/

new
est04/gh2401.pdf

ア
ク
セ
ス
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五
日
。

（
16
） 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（2012
）
の
第
六
章
は
こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。




